ほ > つ しょ-つ 

動 を 起す ことなく、 強い 者の 放縦と 不仁 非道と を 許 

容 して 置いて、 私たち 無産階級の 弱い者ば かり を、 節 

儉ゃ、 過労 や、 減食 や、 粗食に 由って 機械と 動物との 

位地にまで 追い詰め、 追い詰め、 低下 させようと 努力 

される の を 見る と、 私 は 文化 生活の 意義 を 自覚し ない 

指導者た ち を 持つ ことの 危険に 戦慄し ます。 

廃物利用 奨励の 愚挙で ある こと はかって 別に 述べ ま 

したが、 贈答 や 送迎の 廃止に 熱中され る 婦人た ちに 対 



こういう 功利主義 以上の 感情 生活 を 撥 無して 何処に 文 

化 人の 生活が あり 得る でしよう か。 私 は それらの 婦人 

たちが 進んで 芸術の 無用 を さえ 説かれる に 到る こと を 

:s! ォます 

世の中に は、 功利主義 的の 打算ば かりで 生きて 行か 

れ ない 事 もありません から、 買物 帳 をき ちょうめんに 

附 けたり、 食べる 物 も 食べず、 自分と 良人と 子供との 

営養 を 削り取つ てまで 貯金の 殖える こと を 楽み にして、 

唯 だ 口先ば かりで 愛と か 趣味と か を 説き、 他人の 吉事 

に 祝の 品 も 贈らず、 時々 の 音信に 添えて 珍しい 物の 贈 

答 もせねば、 他人の 旅行に 送迎 を 廃 するとい うような 



まじめ 

に 真面目に 熱心に 起されても、 文化 主義の 理想と 一 致 

する 所がなければ、 文化 主義から 絶縁し 孤立した 一 種 

の 遊戯 行動であって、 いずれも 文化 運動の 体系に は属 

さない ものに なって しまいます。 私たちに は それが あ 

らず もがな の 行為に 見えます。 そうして それらの 無用 

乃.. 至 有害な 運動に、 あたら 精力 を 消耗され る 先輩 婦人 

たちの 徒労 を惜 みます。 露骨に いえば、 それらの 低級 

な 常識的、 物質的、 功利的の 運動の みに 忙しく 暮 され 

る 婦人た ち は、 どうして そんな 非 文化的 行動の 中に 生 

き 甲斐 を 求められる のであろう かと 不思議に 思います。 



氺 

左右 田 博士 は 「文化 主義の 論理」 という 論文の 中で 

むさぼ 

「あるいは あるがままの 状態に 妥協 をな して 惰眠 を 貪 

らんと する 保守主義、 退 嬰 主義、 凡俗 主義、 常識 主義、 

乃.. 至 好都合 主義 や …… 単に 物質的 成功 を 以て 文化に 対 

はんさ 

する 貢献な りと 誤解し、 煩瑣なる 形式 生活に 追随す る 

のみ を 知って 人生の 意義 を 解す る を 忘れた る 物質主義 

素 町人 主義 は皆排 せざる ベから ず」 といい、 また 「わ 

れらは 道義の ためにの み 生く るので はない。 われら は 

常識の 民と しての み 生く るので はない。 いわん やわれ 



希望の 言葉 を以 つて この 感想 を 結びます。 二 九 二 〇 

年 二月) 

(『雄弁』 一九二 〇 年 一月) 
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